
Ｔ
Ｒ
Ｙ
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事
業

を
支
援
す
る
林
正
和
・
日
本
生
産
性
本
部
主
席
経
営

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
話

　
地
方
銀
行
を
取
り
巻
く

環
境
は
厳
し
く
、
人
口
減

少
、法
人
の
減
少
に
よ
り
、

融
資
で
の
収
益
が
減
少

し
、
銀
行
と
し
て
も
新
し

い
フ
ィ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
期
待
は
大
き
い
。
Ｔ
Ｒ
Ｙ

パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
の
よ
う
な
銀
行
子
会
社
は
、
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
を
通
し
て
、
地
元
企
業
の
悩
み
の
相
談

役
と
し
て
お
役
に
立
て
る
こ
と
が
で
き
、
時
代
に
マ

ッ
チ
し
て
い
る
。

　
私
は
、
人
事
制
度
の
構
築
を
中
心
に
支
援
し
て
い

る
。
中
小
企
業
で
は
、
社
長
が
独
断
で
社
員
を
評
価

し
て
、
賃
金
を
決
定
し
て
い
る
会
社
も
あ
り
、
若
手

社
員
の
不
信
感
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
も
多
い
。

営
業
に
同
行
し
て
み
て
、
従
業
員
１
０
０
人
以
上
の

企
業
だ
け
で
な
く
、
�
人
以
下
の
企
業
で
も
人
事
制

度
構
築
の
ニ
ー
ズ
は
か
な
り
あ
る
と
感
じ
た
。

　
今
は
Ｔ
Ｒ
Ｙ
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
の
ス
タ
ッ
フ
と
同
行

す
る
こ
と
や
、
一
緒
に
人
事
制
度
を
構
築
す
る
こ
と

で
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
供
し
て
い
る
。
ス
タ
ッ
フ
は
�

代
半
ば
の
人
が
多
く
、自
分
で
手
を
動
か
し
な
が
ら
、

積
極
的
に
知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
吸
収
し
て
い
る
。
優

秀
な
人
材
が
多
く
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
は
や

り
や
す
い
。

　
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事
業
で
は
、
人
事
制
度
関
連

の
支
援
や
社
長
の
相
談
役
、
業
務
改
善
支
援
な
ど
に

加
え
、企
業
再
生
案
件
に
も
取
り
組
ん
で
い
け
ば
、よ

り
一
層
地
域
の
た
め
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
る
。
そ
れ
に
は
融
資
が
絡
む
の
で
、
銀
行
本
体

と
の
関
係
を
整
理
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
今
後
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
の
融
資
の
返
済
に
苦
慮

す
る
会
社
が
出
て
く
る
の
で
、
企
業
再
生
に
は
か
な

り
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
。
再
生
案
件
を
上
手
に
取
り
込

ん
で
い
け
れ
ば
、
さ
ら
に
成
長
の
余
地
は
あ
る
。

　
地
方
銀
行
に
は
、
地
域
の
企
業
の
支
援
を
行
う
、

頼
れ
る
存
在
で
い
て
ほ
し
い
。
取
引
先
が
発
展
し
な

け
れ
ば
銀
行
も
発
展
し
な
い
。
銀
行
の
利
益
も
大
切

だ
が
、
地
域
発
展
の
核
・
地
元
企
業
の
拠
り
所
で
い

て
ほ
し
い
。

飯
野
直
・
Ｔ
Ｒ
Ｙ
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
代
表

取
締
役
の
話

　
Ｔ
Ｒ
Ｙ
パ
ー

ト
ナ
ー
ズ
の
設

立
当
初
は
、
山

形
銀
行
内
で
の

Ｔ
Ｒ
Ｙ
パ
ー
ト

ナ
ー
ズ
の
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
に
対
す
る
理
解
度
に
バ
ラ

つ
き
が
あ
り
、
相
談
案
件
の
選
別
が
大

変
だ
っ
た
が
、
近
年
は
山
形
銀
行
の
現

場
で
も
、
ど
う
い
う
案
件
を
Ｔ
Ｒ
Ｙ
に

持
ち
込
め
ば
い
い
の
か
、
勘
所
の
理
解

が
進
ん
だ
こ
と
で
、
案
件
の
質
が
上
が

っ
て
き
た
と
感
じ
て
い
る
。
銀
行
の
現

場
に
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
今

後
も
強
化
し
て
い
き
た
い
。

　
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事
業
に
お
い
て

は
、
人
事
制
度
関
連
以
外
の
業
務
を
も

っ
と
広
げ
て
い
き
た
い
。
組
織
人
事
以

外
に
手
掛
け
て
い
な
い
領
域
が
ま
だ
ま

だ
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
限

ら
れ
た
人
数
で
や
っ
て
い
る
の
で
他
社

と
の
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
も
よ
り
一
層
進
め

て
い
き
た
い
。
地
銀
系
の
子
会
社
な
ら

で
は
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
少
し
見
え

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
れ
を
今
後

も
進
化
さ
せ
て
い
き
た
い
。

　
地
域
商
社
事
業
に
お
い
て
は
、
県
産

品
の
魅
力
を
積
極
的
に
県
内
外
に
発
信

し
、
地
域
の
価
値
を
創
造
し
て
い
き
た

い
。

　
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
山
形
県
の
成
長

発
展
に
つ
い
て
責
任
を
も
っ
て
山
形
県

と
と
も
に
歩
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
。

Ｔ
Ｒ
Ｙ
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
の
朝
礼
風
景

　
山
形
銀
行
が
全
額
出
資

し
、
２
０
２
０
年
４
月
に

開
業
し
た
「
Ｔ
Ｒ
Ｙ
（
ト

ラ
イ
）
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
」

は
、
地
域
商
社
と
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
の
両

面
か
ら
、
県
内
企

業
の
経
営
を
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
支
援

す
る
こ
と
で
、
地

域
の
成
長
発
展
を

目
指
し
て
い
る
。

　
山
形
銀
行
で

は
、
２
０
１
２
年

か
ら
「
山
形
成
長

戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
に
取
り
組
ん

で
き
た
。

　
「
当
時
、
『
今

後
�
年
間
で
山
形

県
内
の
人
口
は
�

万
人
減
少
す
る
』

と
い
う
予
測
に
直

面
し
、
山
形
県
の

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
バ
ン
ク
と

し
て
強
い
危
機
感
を
覚
え

た
。
山
形
県
の
成
長
な
く

し
て
山
形
銀
行
の
成
長
は

な
い
と
い
う
考
え
の
も

と
、
地
域
経
済
の
衰
退
に

歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、

地
方
創
生
の
先
行
的
な
取

り
組
み
と
し
て
『
山
形
成

長
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』

を
２
０
１
２
年
に
立
ち
上

げ
た
。
向
こ
う
�
年
で
起

こ
り
得
る
県
内
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の

減
少
（
約
２
０
０
０
億

円
）
、
雇
用
の
減
少
（
２

万
７
０
０
０
人
）
を
２
０

１
２
年
の
現
状
並
み
に
維

持
す
る
こ
と
を
数
値
目
標

と
し
、
山
形
銀
行
が
、
産

業
の
黒
子
で
は
な
く
、
自

ら
が
産
業
の
主
体
と
な
っ

て
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
創

造
し
、
地
域
経
済
の
活
性

化
を
図
る
た
め
の
活
動
を

開
始
し
た
」
（
飯
野
直
・

Ｔ
Ｒ
Ｙ
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
代

表
取
締
役
）
と
い
う
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
発
足

に
あ
た
っ
て
は
、
５
人
の

メ
ン
バ
ー
を
銀
行
の
通
常

業
務
か
ら
切
り
離
し
、
企

業
誘
致
や
起
業
支
援
、
産

業
育
成
と
い
っ
た
山
形
県

経
済
の
成
長
に
向
け
た
業

務
に
集
中
さ
せ
た
。
様
々

な
仮
説
の
中
か
ら
、
製
造

業
の
復
興
と
、
ヘ
ル
ス
ケ

ア
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
を
優

先
的
に
取
り
組
む
こ
と
に

し
た
。

　
製
造
業
の
復
興
で
は
、

大
学
な
ど
の
イ
ン
キ
ュ
ベ

ー
シ
ョ
ン
機
能
を
活
用
し

な
が
ら
、
産
業
の
創
出
と

産
業
集
積
地
の
構
築
を
目

指
す
た
め
、
鶴
岡
と
米
沢

・
飯
豊
の
二
つ
の
モ
デ
ル

地
区
を
選
定
し
た
。

　
前
者
に
は
、
慶
應
義
塾

大
学
先
端
生
命
科
学
研
究

所
を
核
に
バ
イ
オ
関
連
企

業
が
集
積
し
て
い
る
が
、

同
社
で
は
、
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
に
対
し
て
、
提
携
先

の
マ
ッ
チ
ン
グ
や
各
種
補

助
金
の
申
請
支
援
を
行
う

な
ど
、
幅
広
い
活
動
を
展

開
し
た
。

　
後
者
で
は
、
リ
チ
ウ
ム

イ
オ
ン
電
池
の
研
究
開
発

拠
点
の
新
設
を
支
援
し
、

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
代
表

者
に
行
員
を
派
遣
す
る
な

ど
し
た
。

　
ヘ
ル
ス
ケ

ア
ビ
ジ
ネ
ス

で
は
、
上
山

市
の
健
康
を

軸
と
し
た
ま

ち
づ
く
り
を

支
援
し
、
交

流
人
口
の
拡

大
促
進
な
ど

を
図
っ
た
。

　
こ
う
し
た

地
方
創
生
の

取
り
組
み
を

通
じ
て
培
っ

た
ノ
ウ
ハ
ウ

を
生
か
し
、

地
域
経
済
の
活
性
化
に
向

け
た
動
き
を
山
形
県
内
に

広
め
て
い
く
た
め
に
、
山

形
銀
行
の
１
０
０
％
出
資

子
会
社
と
し
て
、
２
０
１

９
年
�
月
に
地
域
商
社

「Ｔ
Ｒ
Ｙ
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
」

が
設
立
さ
れ
た
。
金
融
機

関
全
額
出
資
の
地
域
商
社

は
同
社
が
全
国
で
初
め
て

だ
っ
た
。

　
同
社
は
従
業
員
�
人

で
、
「
地
域
・
お
客
さ
ま

と
の
『
共
働
』
『
共
創
』

『
共
栄
』
」
を
事
業
コ
ン

セ
プ
ト
に
掲
げ
、
地
域
商

社
事
業
と
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
事
業
を
中
心
に
、
人

材
紹
介
事
業
や
不
動
産
マ

ッ
チ
ン
グ
事
業
な
ど
も
手

掛
け
て
い
る
。

　
地
域
商
社
事
業
で
は
、

県
内
企
業
が
持
つ
優
れ
た

製
品
の
販
売
を
支
援
す
る

ほ
か
、
顧
客
の
企
業
価
値

向
上
に
向
け
て
、
企
画
段

階
よ
り
顧
客
に
寄
り
添
っ

た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
等
を
行
っ

て
い
る
。

　
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事

業
で
は
、
「
経
営
相
談
・

経
営
診
断
」
「
経
営
計
画

策
定
・
戦
略
立
案
」
、
「人

事
制
度
の
設
計
・
構
築
・

運
用
支
援
」
、
「
営
業
・

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
支
援
」

「
Ｉ
Ｔ
活
用
支
援
」
な
ど

の
各
種
経
営
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
る
。

　
地
域
商
社
事
業
の
実
績

と
し
て
は
、
山
形
大
学
発

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
開
発

し
た
「
介
護
向
け
ベ
ッ
ド

セ
ン
サ
ー
」
が
あ
げ
ら
れ

る
。
同
セ
ン
サ
ー
は
、
ベ

ッ
ド
に
横
た
わ
る
だ
け
で

バ
イ
タ
ル
デ
ー
タ
を
取
得

・
蓄
積
で
き
る
た
め
、
寝

て
い
る
人
の
体
調
変
化
に

い
ち
早
く
気
づ
く
こ
と
が

で
き
る
。

　
ま
た
、
鶴
岡
の
「
バ
イ

オ
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
」

内
に
あ
る
サ
リ
バ
テ
ッ
ク

が
開
発
し
た
、
唾
液
中
の

代
謝
物
質
か
ら
が
ん
の
リ

ス
ク
を
手
軽
に
測
定
で
き

る
「サ
リ
バ
チ
ェ
ッ
カ
ー
」

の
販
売
支
援
も
行
っ
て
い

る
。

　
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事

業
に
つ
い
て
は
、
「
人
事

制
度
の
構
築
な
ど
、
人
事

関
係
の
相
談
・
受
注
を
多

く
い
た
だ
い
て
お
り
、
好

調
だ
」（飯
野
氏
）と
い
う
。

　
　
　
　
◇

　
記
事
の
問
い
合
わ
せ
は

日
本
生
産
性
本
部
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
部
、
電
話
�

（
３
５
１
１
）
４
０
６
０

ま
で
。
　
　
（
お
わ
り
）


